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いぬ ねこ ライオン パンダ きりん

すきな動物調べ

    第３学年 算数科学習指導案 

１ 単元 大きさをグラフに表そう 

２ 主眼 

 ○ 最小目盛りが１でない棒グラフの一目盛りは、０と次の目盛りの数値の間が何等分されているかに

着目して求めればよいことがわかり、グラフを正しく読み取ることができる。 

３ 本時の学習活動（５／１２） 

段階 学 習 活 動 具体的な手立て ※評価 
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１ 予習から、本時のめあてをつかむ。 

 

 

○ 予習の内容を確認し、これまでの学習との違いを見つ

け、目盛りの数値について確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 習得した考えを使って練習問題を解き、一目盛りがいく

つを表しているかを考える。 

 

 

 

３ 思考を深める問題を解き、考えを交流し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ペアで一目もりの大きさについて話し合い、自力解決する。 

４ 本時学習をふり返り、「できたこと・できなかったこと」

を明らかにする。 

 〇 ふり返ったことをペアで伝え合う。 

○ 次時の予習内容について確認する。 

  ・教科書 73ページ「乗り物調べ」の表のかき方を読み、

わからないところに印をつける。 

 

 

 

 

 

【困難度査定】 

◇ 一目盛りがいくつになるかを
捉えきれない児童がいることが
予想される。 

 

○ 目盛りの数値と数値の間が何
等分されているかに着目させる。 

 

 

 

 

〇 ポイント①、②の手順に沿って
指さしながら子どもと一緒に棒
グラフを読み、一目盛りの大きさ
を確かめる活動を位置づける。 

※ 棒グラフの一目盛りがいくつ
になるかと、棒グラフの数値から
わかることについて、説明の手順
に沿って説明することができる。 

〇 横向きの棒グラフがあること
や、目盛りと目盛りの間を指す棒
グラフがあることを理解させる
ために、【条件の変更】の問題を位
置づける。 

○ 目盛りの数値と数値の間が何
とびになっているかに着目させ
る。 

○一目盛りの数値が何になるか    

 をペアで話し合わせて見通しを
もたせることで自力解決できる
ようにする。 

○ 考えを全体交流することで理
解を深めることができるように
する。 

○ 理解状況を把握するために、ふ
り返りをノートに書かせるよう
にする。 

 

○ 次時の予習内容を確認し、解き
方の見通しをもたせる。 

一目盛りが１でない棒グラフを読めるようになろう。 

【予習内容】 

すきな動物調べの棒グラフから、ラ

イオンが好きな人の数とキリンが

好きな人の数を読み取る。 

① ０の次の数字に目をつける。 

② □とびになっているかを見つける。 

下のグラフを見て次の問題に答えなさい。 

問題１：横向きの棒グラフの横の軸の一目盛りは何冊を表しているか。 

問題２：貸し出された本の数が最も多いのは何年生で何冊か。 

問題３：６年生は４年生より何冊多く貸し出されたか。 

 

問題１：最小目盛りが５の棒グラフの読み取りをする。 

問題２：最小目盛りが１０の棒グラフの読み取りをする。 

問題３：最小目盛りが２の棒グラフの読み取りをする。 
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